
Ⅰ
（１）
　　　ア０　イ４　ウ３　エ４　オ３　カ５　キ４　ク３　ケ４　コ -　 サ１　シ２　ス２
（２）
　　　ア２　イ３　ウ１　エ３　オ３　カ３　キ２　ク３　ケ２　コ２　サ３　シ３　ス６
（３）
　　　ア１　イ２　ウ７　エ２　オ９　カ４　キ９　ク１　ケ９　コ７
（４）
　　　ア４　イ２　ウ６　エ１　オ３　カ１　キ１　ク２

Ⅱ
ア１　イ２　ウ１　エ１　オ２　カ１　キ２　ク１　ケ１　コ２　
サ４　シ３　ス -　 セ３　ソ４　タ３　チ１　ツ０　テ２　ト５　
ナ -　 ニ３　ヌ１　ネ０　ノ -　 ハ２　ヒ５　フ１　ヘ２

Ⅲ
（１）2 つの整数 m, n（m ＝ 0）を用いて x ＝

n
という分数で表せる数のこと。

（２）対偶
（３）( Ⅰ ) x ＞ 0,   ( Ⅱ ) x2 ＝ 6　の 2 つを満たす実数 x のこと。
（４）√6 が有理数であると仮定すると，

√6 ＝
n    (m，n は互いに素な自然数 )・・・①  とおける。

①の両辺を平方すると，

6 ＝
n2

6m2 ＝ n2・・・②
②より，n2 は 2 の倍数となり，
n2 ＝ n・n ＝ 2k  (k は自然数 ) とおける。
n は 2 の倍数となるので、n ＝ 2l  (l は自然数 ) とおけ，②へ代入すると、
6m2 ＝ 4l2

3m2 ＝ 2l2・・・③
③より，3m2 は偶数で，3 は 2 と互いに素なので m2 は 2 の倍数である。
同様に m も 2 の倍数。
このことは，m と n が互いに素であることに反する。
したがって，√6 は有理数ではない。つまり，√6 は無理数である。（証明終わり）
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